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概要
本稿は，タスク中心教授法（TBLT: Task-based language teaching） を用いた 3つの動詞の形態素の
習得効果を調べた実験データ（２）をもとに，動詞に添加される 2つの拘束形態素（bound morpheme）
（単純過去形‘-ed’, 進行形 ‘-ing’）の習得についてテンス・アスペクト仮説 （Tense-Aspect Hypothesis, 






























aspect），完了相（perfective aspect）がある。英語で例えると，be （going） to（future tense）， be –ing


















全体を観察するのが完了相（e.g., Suddenly he realized what was happening.），事象の内側から進行中
の事象を観察するのが非完了相（e.g., He’s slowly realizing what’s happening.）②事象の語彙的意味と
して現れる時間的性質が限界か非限界か（e.g., John is making a chair, John is singing.）などにより分
類される相，③事象展開を開始，真中，終結の時点で区別する相（e.g., I became king, I was reigning, 




に分類した。動的な性質をもつ動詞は walk, run, laugh，静的な性質をもつ動詞は be, have, love，限
界性のある動詞は reach the peak, notice something, break stick，完結点をもつ動詞は run a mile, paint 
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a house, build a bridge，などがあげられる（Salaberry & Shirai, 2002）。また英語の動詞は，記述され
る状況に明らかな終結がある場合の限界動詞（telic verb: e.g., make （something）, kick）と非限界動詞




性（telicity）の観点からも分類される（Comrie, 1976/1988; Andersen, 1989; Smith, 1991）（表 1）。
表 1　語彙アスペクトのタイプ
States Activities Accomplishments Achievements
 dynamic/stative stative dynamic dynamic dynamic
durative/punctual durative durative durative punctual

















領域から分析が行われてきた（Andersen & Shirai, 1994）。アスペクト仮説は，もともと子供の言語習
得を対象に，時制がもつ意味に着目した理論（Bronckart & Sinclair, 1973）であるが，初級学習者の
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拘束形態素の習得プロセスにおいて，語彙アスペクトの違いが習得に影響し，時制や相の指標を習得
する中で形態素の習得が可能になると考える理論である（Andersen & Shirai, 1994）。Housen（1993）
と Robinson（1990）は動詞の aspectを二項対立（e.g., stative/dynamic, punctual/non-punctual, telic/
atelic）で形態素とのつながりを研究したが，Andersen（1991）は二項対立による検証は不十分だと
して Vendler（1967）の 4つのアスペクトの枠組みを用いて，各枠組みの範疇の動詞の特徴を明らか




形態素の習得は起こるのか（Salaberry, 1997; Shirai & Kurono, 1998），また学習者がどのように語彙
アスペクトの範疇を認識するのか，が研究されている（Bardovi-Harlig 1998, 2002; Bergstrom, 1995; 
Housen, 2002）。Shirai（2002）は，テンス・アスペクトの形態素が第二言語習得で現れるパターンに
ついて，これまでの研究で明らかになった点を以下に要約した（表 2）。








表 2　Inherent semantic aspectと習得（色の濃い aspectから薄い方へ習得が広がる）
States Activities Accomplishments Achievements
1．過去形 （past morphemes）          　　   
2．完了相 （perfective） 　　　　　　　  Telic event/ duration Punctual event





















得を調べたところ，achievement や accomplishmentなどの telicな性質を持つ動詞に添加された後に，
activityや stateを表す atelicな動詞に添加された（Comajoan, 2006）。ポルトガル語を母語とする英語
学習者のブラジル人を対象にした実験では，進行形態素が stativeな動詞に多く添加し，過去形態素
が achievement や accomplishmentを表す動詞にあまり添加されなかった研究もある（Finger, 2001）。
Salaberry （2002）の研究では，中級，上級のスペイン語学習者を対象に 3つの動詞のタイプごとに



















（1） 過去形態素は，学習の経過とともに accomplishmentや achievementを表す動詞から activityを
表す動詞に添加される頻度が高まるか。
（2）  進行形態素は，学習の経過とともに activityを表す動詞から accomplishmentや achievementを表
す動詞に添加される頻度が高まるか。











た過去形と進行形の動詞 15個を（６），4つの語彙アスペクトに分類（state, achievement, accomplish-
ment, activity）した。各アスペクトタイプの正解数を集計し素点を出した後，出題数が異なるアスペ
クトタイプ間で比較するため，総発話数のうち正しく発話できた正答数を割合で示した。分類結果か
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activityと accomplishmentの動詞の正答率を比較し，それぞれ事前から遅延テストまでの全 16週間




アスペクト仮説が「過去形態素は，完了相の動詞，つまり accomplishment や achievementといった






＝ 3.77, df＝ 1, p＝ .052），事後テストでは有意差（χ2＝ 7.14，df＝ 1，p＝ .008）があった。しかし，
遅延テスト段階で有意差が生じなかった（χ2＝ 4.74，df＝ 1，p＝ .491）ことは，学習者が activity
の動詞の過去形の使い方を学習したと推測される。つまり，2つの異なる語彙アスペクトの動詞に過
去形態素が使用できるようになったと考えられる。
図 1　 過去形態素の activitiesと accom-
plishmentsの正答比率と推移
図 2　 進行形態素の activitiesと accom-
plishmentsの正答比率と推移
表 3　 アスペクトタイプの過去形態素の正しい発話数＊（　）内は activitiesと accomplishmentsの正当比率
States Activities Accomplishments Achievements 
事前テスト 0 3 （23％） 10 （77％） 0
事後テスト 0 2 （14％） 12 （86％） 3
遅延テスト 0 8 （42％） 11 （58％） 0




ることが明らかになり（χ2＝ .11，df＝ 1，p＝ .739），16週間後の遅延テストでも同じ傾向がみら
れた（χ2＝ .60，df＝ 1，p＝ .439）。図 2で示すとおり，accomplishment を表す動詞に進行形態素
を用いるようになるまでの期間は，過去形に比べて短期間で，かつ半数以上の割合で顕著に伸びた。
表 4から accomplishmentの進行形態素は事前テストの段階では全く現れなかったが，遅延テストま
でに 60％の正答率まで伸びたことが分かる。このことから activityと accomplishmentの動詞の形態
素の習得が同時に伸びたことが窺え，この結果はテンス・アスペクト仮説と必ずしも一致しなかった
とも言える。
表 4　アスペクトタイプの進行形態素の正しい発話数＊（　）内は activitiesと accomplishmentsの正当比率
States Activities  Accomplishments Achievements 
事前テスト 0  1 （100％） 0 （ 0％） 0
事後テスト 0 4 （ 44％） 5 （56％） 0
遅延テスト 0 6 （ 40％） 9 （60％） 0




された（表 5）。過去形態素については，統計処理の結果から TBLTで accomplishmentの動詞が使用
される頻度が activityの動詞よりも多く，両者に有意差があった（χ2＝ 5.33, df＝ 1, p＝ .021）にも
関わらず，（1）の事後テスト結果で activityの動詞にも過去形態素が添加される頻度が増えたことは，
インプットの量の影響があったとは考えにくい。また，進行形態素については，2つの動詞が TBLT
で使用された頻度に差がなく，事後，遅延テストでも有意差はなかった（χ2＝ .333, df＝ 1, p＝ .564）
ため，activityから accomplishmentへと習得が及んだかについては，統計的な実証はできなかった。
表 5　Task-based language teachingで用いた動詞の各アスペクトタイプの頻度＊（　）は総数
Aspect class
Morphemes
States （7） Activities （14） Accomplishments （21） Achievements （2）
過去形 ‘-ed’ 0 2 10 0
進行形 ‘-ing’ 0 5 7 0









































注⑴ 本稿は，第 16回国際応用言語学会（2011年 8月於北京）で発表した内容を加筆訂正したものである。
　⑵ 詳細は鈴木（2010）を参照
　⑶ Audio-transcriptionデータ（鈴木 , 2010）から，学習者の誤った発話から recastを経て uptakeに至るまで
の所用時間が，平均約 8秒かかったことは，何を正されているのかに気付くまでに時間を要したことが窺
える。
　⑷ 日本語の助動詞「タ」は，例えば，探しものがみつかった時，「アッタ」というが，英語では Here it is!と
現在形を使用する。同様に，「バスが来た」vs“There comes the bus!”というように日本語では確認に近い
ことに「タ」を使用し，単純過去の意味で用いられないこともある（Ikegami, 1981）。
　⑸ たとえば，“to feel dizzy”（めまいがする）という表現で使われる動詞は“Suddenly she felt dizzy”（突然彼
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